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概　　　　　　　　要

　近年化学工場や鉱山による公害が大きな間題になっているが，公害を　（1）国際的公害と

（2）地域的公害に二大別する。そして各は　（1〉精神的公害　（2）経済的公害　（3）環境衛生的公害に

細分して研究するものとする。

　然る時この表記のテーマの申日本海西域表面水申のSr－g0・Cs－137の測定研究は国際的公

害に対する研究の一環であり，諸国で核爆発や核実験の行なわれる隈り全世界の国が連帯的責

任を以って研究体制を整備する必要がある。わが国でもいまだ日本列島周辺の組織的研究調査

体制は作られていない。また原子力発電所が今後多数運転され，原子力潜水艦のかくされた水

申活動が予期されるからである。

　核爆発実験を行なう諸国は皆北半球にあり，そのため発生された放射性元素は超高層に上昇

して多くは北半球の海陸に降下し，北半球に蓄積される。日本海の如き閉鎖型の海に於ては，

而も近くに申共のRONNOR湖畔で核爆発が行なわれる時は成層圏以下の対流圏で直線的に

日本列島に遮られ殊に申国山脈に追突して雨となり雪と’なり，結局は日本海に塵挨と共に注入

濃縮される。

　日本海岸には敦賀湾に原子力発電所が集申し，島根半島では松江市に近い八束郡鹿島町片句

の輪谷に申国電力のものが略完成しつつあり，また山口県の対馬海流の北上口近くにも建設が

発表されている。その外シベリヤ及び朝鮮半島海岸にも必ず建設されて居るものと考えられ，

日本海岸にも今後多数建設されるものと考えられる。これらの原子力発電所の運転は将来放射

能元素を日本海に流出しないとは保証されない。
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　汚染放射能元素のうち，長半滅期核種であり，特に人体に影響を及ぼすSr－90及びCs－137

・の両核種による汚染については，その防止対策と共に監視が必要である。

　過去の放封能汚染調査報告によれば，全β線放射能は，太平洋側に比べ，日本海はより高

い値を示していることが，気象庁海洋気象部の測定調査により報告されている。

　然るに日本海に於けるSr－90，Cs－137の両核種の詳細な経年測定は行なわれていない。殊

に西日本海域では皆無であった。

　日本列島の周辺には水産庁漁業部の沿岸観測点が略千点も設定され各県の水産課の観測船が

毎月海水採取を行なっているのであるから，これら両核種の測定も同時に行なうよう体制化す

る必要がある。

　当大学当無機化学研究室では1967年以降1970年までの四年間，島根県水産課浜田水産試験所1

の協力を得て日本海沿岸定線，9線（朝鮮半島附近，S線（ウラソオストックに向う海域）に

於ける表面水のSr－90及びCs－137の濃度分布を測定調査して来た。

　当研究室に於ける特徴は同地点に於ける経年経月変化である。

　1970年の9月で打ち切ったが，四年間のデーターが今後の研究の基礎となり比較利用されん

ことを希望するものであ・る。

（A）実験方法と結果（海水）

　回　試　料　採　取

　採取定点，島根県浜田水産試験所に依頼し沿岸定線2定点は毎月李ラインに近い沖合9線は

2定点につき年2回，沖合定線はウラヂオストックに向う2定点につき年2回，1967～1970の

四ケ隼に亘り採取トラック輸送してもらった。各試料略100立である（図I）。

　回　海水よりSr一⑨⑱及びC冒一137の濃縮分離

　科学技術庁のテキストに従って行なったが，所々適宜に手を加えて行なった。技術庁の分析

方法は甚だ繁雑であり不正確さをまぬがれず充分注意して操作処理する必要がある。

　以下両者分離の系統図を示す。

海水く約508）

残潜

←HC1（1：1）で溶解

←蒸溜水404，加熱

←NH4．C13209

←5η〃のSr2＋及びCs＋（carrier）

←NH・g1（79〃）

←Na2C03（109／4）

2時間撹伴後一昼夜放置

定性口紙（東洋口紙No．2）で口過

　　　　口液

←6NHN03でPH＝1．5～2．O

←リンモリブデン酸アンモン（特級品で放射一

　能元素を含まないもの）　（059〃）



42　　　■　一＿　，　　一　山本作次郎・伊

と忘面40H（1一：1），B↑盲指示薬で盲宜；

　7．Oに調整

㌻岬CO14009．、一∴、二・山　キ
　　・鮪撹伴後二軸放寧

　東洋口紙そ口過

藤　一・義

2時間撹伴後∵昼夜’放置；

（11G－4）で．甲過一■

110oCで乾燥後重量を測る。
γ線カ．ウ．イト∵

ガラスロ過器

、フ

←HC1（1：1）に溶かす　　　　　口液廃棄

㌣蒸溜水204，加熱

㌻㎜・gi、，iqOg　　　　　　　　　■
∴EDTAユdO多’

←NH140H（1．1），BTB指示薬でPH＝70

←Na2C032009，2時間撹枠後一昼夜放置東洋．口紙No2で口遇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一．、．

←Hα（1’1）にとかす。　　　　　　　　　　　廃棄
←蒸溜水5み加熱　　　∴　　∴一∴　　∴　　　∴　∵∴’　‘∴二∴．

←NH4C1409
く十EpTAユ09■

←NH140H（1．1），BTB指示薬でPH＝70
←Na2C03509，2時間撹伴後一昼夜放置　ガラスロ過器（11G－4）亡口過

←HN03（1：9）にとかす　　　　　　　　　　　廃棄

←蒸溜水34

㌣少量のFeq3をスカヴェジャrとレて加える。

㌣N耳ρ30そ・

←NH40H（1’1），BTBを指示薬としてPH＝70
東洋口紙No．54．そ口遇

←Na2C03309　　　　　　　　　　　　　　　　廃棄
　2時間撹伴後一昼夜放置，ガラスロ過器（1iG－4）で口過

←HN03（1．9）にとかす。　　　　　　　　　　　廃棄

　加熱濃縮

　予め重量測定した栓付三角フラスコ申に溶液を入れ，砂皿上で加熱・蒸発1乾潤

←乾酒物29当り10〃の蒸溜水を加える。

←10〃の溶液に対し26〃の発煙硝酸（比重150）を徐々に滴下，一昼夜放置，カラスロ過
器で口過（11G－4）　　　　　　＼■一　’　一＾

←発煙硝酸（比重145）で洗浄　　　　　　　　　　廃棄

←蒸溜水で沈澱物をとかす。

　栓付三角フラスコに入れ，砂皿上で蒸発乾潤，重量測定ヲ重量が恒量になるまで発煙硝酸

　を加え反覆蒸発乾潤　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

←沈澱巻約50〃の蒸溜水でとかす。
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←担体として10〃のFe3斗を加える。

←N巳40H（1：1）でPH＝8　東洋口郷No・5Aで口過

　口液に10〃Ba2＋を担体として加える。一　　　沈澱廃棄

←N巳4Ac（6M），HAc（6M）を21の比で加えPH；5．O

←1・5MNa2Cr041励ム4時間放置　東洋口紙No・54でp埠

・口液・一■∴．一・・．沈澱』棄
仁Na2C03飽和溶液卵｛、PH：9．O，ガラスロ遇器（11G－4）で口器’’

沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液廃棄

・110℃で乾燥，炭酸塩として秤量三2週間以上放置¶

←沈澱を少量のHC1（1：1）にとかす

←5彬Fe3＋を担体として加え加熱

←NH40HでPH＝8．O（褐色沈澱生成）．

　ミルキイグ時間（t三）を記録

加熱撹拝

東洋口紙No．54で口遇

沈疲　　　　　　　　　　　　　　　　占液
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
←HC1でとかす，加熱。

←NH40亘でPH＝8，一，加熱撹枠

分離型フィルターにより東洋口紙No．5Aで口遇

，沈澱

←HC1でとかし加熱

←NH40HでPH＝8，加熱撹伴分離型フイル

　ターを用い東洋口紙No．5Aで口過

　加熱

←Na2C03飽和溶液亡PH＝9．6’’

・分離型フィルタニ」　｛

．東洋ワ紙．No．、54．で口過

沈澱

110oC乾燥．

SrC08秤量

沈澱

11ぴCで乾燥

Y－90のβ線カウント興定．

　固放射線測定器機

　化学処理を行なった試料は気象庁気象研究所で医理研製低バックグラーンド・ガンマースペク

トロメーターでCs－137の線量を測定した。

定性チェラクには，東芝製100ヂャンネル波高分析器タイプ．EDS－34206、．を用い二たJ，

　S卜90の計測には，医理研LBC－1型ガスプロ庁タイプ・べ←ダー線スペクト、口．メ』タニを■

用いた。

　また核種の定性検出には島根大学の鉛106脇で周囲を遮蔽し低ハッククラウントとしたシンチ

レーショ．ンガンマー線メペクトロメーダ∵（かφ丈2”Na1（T1））を用い，1これに東芝製128ヂャ

ンネルP．H．A．（EDS－34203）を用いた。
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　囚　S卜⑨⑰及びCs－137の四年間の経時変化

　試水採取点は図Iに示し，四年間の測定綜合グラフは図皿によって示した。

　1967～1979年の3ケ年の測定数値は省略し次に1970年の実測値を代表的に表示する。

S卜90は表1にCs－137は表2に示した。

　1967年（昭和42年）2月にCs－137は最大値1．03pCi〃を示した。然るに海上保安庁の日本

海水申のCs－137の測定報告では42年以降45隼までにO．2～O．4pCi／4で一定であるとされて

いるにも拘らず，沿岸定線域で高い値が得られたのは，規模数干K．T．級の第五回申共核実験

のホールアウトの影響により，この地域が汚染されたものと考えられる。この規模の核実験で

は，核種は対流圏で降下物となり，フォールアウトは約1ケ月の半減期で減衰することが気象

研のデータで示されている。

　然し我々の測定結果によれば42年2月から6月まで約3ケ月の半減期で滅衰している。

　このことに関しては，春先に日本海では海水の表面水が暖められ，下層部の低温水により，

沿直方向の熱拡散が妨げられ，安定な成層を作り，また対島海流以外に強い海流はなく，水平

方向の熱拡散及び表面水拡散も少いために，放射能元素は比較的に表面に蓄積されると云うこ

とが，気象庁海洋気象部の「日本近海の全β放射能」に報告されたが，本実験結果もこれに

一致する傾向がみとめられる。

　以後，昭和43年2月まで，O．3～O．4の値を示しているが，これは第6回の中共核実験による

対流圏及び成層圏降下物の影響であろう。

　昭和43年3月から，44年1月までは01～02の低値を示した。然し43年4月～5月，7月と

テータが得られなかったので，核実験の影響については不明である。

　昭和44年春先に比較的高い値が見られたが，これは第8回核実験及び春先の日本海側特に申

国山脈系の積雪の融解して河川水となり日本海に流入してSr－90及びCs－137を蓄積せしめた

ものとも考えられる。

　以後，昭和45年8月まで015～03の値を示したのは，前年の年末に近い9月23日の申共第

9回地下核実験であることと，つづいて9月29日の第10回2．3M．T．級核実験の影響が暖い季

節のために表面及び上下波動運動により拡散し表面に局所的蓄積されなかったものと考えられ

る。即ち44年の年末に核実験が行なわれなかったので45年春先にピークが現われなかったもの

と考える。

　次に日本海水申に於けるCs－137を最近4年間，及び2年間の，Sr－90を最近2年間の経月

変化として，図皿にまとめた。尚数字は試料数である。

　序に同表上部に最近千年間の気象研発表のフォールアウトの月間降下量による経月変化を示

した。

　フォールアウトの場合は，高空の気象状況に影響され，6月に最大値を取ることが示されて

いる。
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　然るに日本海水（西域）の場合には春先に高い値が見られる。これは前述の如く表面水の成

層により上下拡散が妨げられるのが最大の原因と考えられる。

　最近2ケ年のSr－90の経月変化では，その傾向が観測出来ず，O．15～O．2pCi／4の値を示し

た。試料数も少なく，Sr－90は経月変化としては意味をなさなかった。

　次に，著者等が測定した日本海西域に於ける核種Cs－137の測定値と，他のデータを経隼変

化で比較した（図1V）。

　日本海の閉塞性を考えると，海流により核種が運ばれるよりもフォールアウトによる影響が

大きいものと考えられる。

　そこで，日本海に於ける詳しいフォールアウトのデータがないので，気象研究所地球化学部

により測定されたところの東京でのフォールァウトを対照せしめてみた。これによると，1961

～62年に北極圏，をシベリァでの核実験が，地球全体の44％を占め，69回行なわれていること

より，1963年（昭和38年）に52．3mc1／Km2のピークがあり，以後減少し，昭和42，43，44年

度は略一定になっている。ここで試料数の少ない放医研のテータを除外し，島根大学の著者等

及び海上保安庁のテータを比較して見ると，フォールアウトは42年以後，略一定であるが，日

本海では42年ではまだ地域的に高低の差があったが，43年以後は日本海全域に於いて，徐々に

放射能が一様化されていることが考えられる。

　次にSr－90について。

昭和42年43年は分析操作確立段階でデータはない。

　44年度は31試料申17試料

　45年度は25試料申23試料

を分析したので図Vに年度別経月変化として示した。比較のためCs－137の値も示した。

　別に海水申のSr－90，Cs－137の共存比の平均値として気象研では137Cs／goSr÷1～2とされ

ているが，著者のテータで44年9月10月にCs－137の値を大きく上回るSr－90の値が計測され

た。この9月23日に申共地下核実験29日に2．3M．T．級の核実験が行なわれているが，その影

響と必ずしも即断出釆ないかも知れない。

　45年度は01～02pC1〃の一定値である。図VIに地域別の経時変化と共に示した。

　次に著者の得た結果を他のデータと，経年変化として比較してみると図V皿となる。

　気象庁海洋気象部の日本海の全へ一ター線経年変化では，東思に於けるフォールアウトに関

する気象研のデータと同様に，昭和38年に9．41pci／4の最大値を取り，以後滅少し，41，42，

43，44，45年は略一定となっている。

　以上のことより，最近の日本海西域表面水に於ては申共の第6，7，8，9，10回の核実験

によるフォールアウト及び以前の核実験の成層圏降下物の影響も同程度で見かけ上，Cs－137

はO．15～O．30pCi／4SrはO．10～0．25pCi〃で一定している状態にあるものと考えられる。
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（8）実験方法と結果（海藻㌧魚）

昭和43，44，45の三ケ年の測定結果をまとめる。

　□　装置・試薬

Cs－137：医理研製シンクルヂャンネル波高分析器

Sr－90．医理研製へ一ター線低ハッククラント放射能測定器

担体溶液；■

　塩化ストロンチウム溶液（10彬Sr2＋1〃）

　塩化第二鉄溶液（i㎏Fe3＋／肋4）（10彬Fe3＋／〃）一I

二塩化バリ’ウム溶液（10ηBa2＋／〃）

　固体リシ毛リブデン酸アン毛ニウム’

憎酸ストロンチウム溶液（10彬Sr2ツめ

酸：

　濃塩睡，稀塩酸（1：1），（1：3），（1：9），（1：100）

一濃硝酷・（比重1；38），稀硝’酸（i：1）圭（6N）

　発煙硝酸（比重150），（比重145）

　酢酸（6N）

アルカリ溶液：

　濃アンモニア水，稀アンモニア水（6N），（1：1）

塩類：

　シュウ酸アンモニウム（固体），（1．5M溶液）

　塩化アンモニウム（固体），（1M溶液），（飽和済液）

　酢酸アンモニウム溶液（6N）

　回　海藻の化学分析

風乾重量，110◎C乾燥重量　200oC炭化，灰分重量を秤量し，試料は略1009の灰を使用する。

　実験操作：ユ

垣量となった灰分の略1009を秤量し大型ビーカー（24）に入れ

←HC1（1：1）400〃に溶かす

←CsC1（Cs＋10彬／〃）4〃

　2～3時間　水溶加熱

　　↓

残溜物←HC1（1：3）
　↓
水溶加熱
　↓

↓

口液1
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　↓　　　　　　　　↓
残溜物←HC1（1．5）→口液
　1・一

蒸発乾潤

　　←温HC1（1：5）200〃

　　←リンモリブデン酸アンモン

　　　15分以上かきませ暫時放置

　　　　　　　　　　　　1、、　　　　　　　　　　　　↓
　　　　回収リンモリフテン酸アンモン←HN08（1，100）　　　　口液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sr－90を含む溶液

Sr－90の分離

　　Sr－90を含む溶液

　　　　　　←S「（N03）24”（S12110η／肋4）　1．、

　　　　　　↓
　　　　蒸発乾油1一’

　　　　　　←濃一塩酸でとかす一

　　　↓　　　　、　一　　’　↓
　　不溶物　　　　　　　　　．　口液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←NH40H（6N）で中和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　，　　　沸騰まで加熱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←かままぜながら（NH4）2C，04

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱溶液を少量づつ加える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30～509を少量の水にとかしたもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　」夜放置．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　口過（甲紙No・5C）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　1　’　　　　　　　1、
　　　　　　　　口液　　　　　　　　　沈澱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←（NH4）2C204（0．1％）で洗浄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←HN03（1：1）100〃にとかしビーカーに移す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←HN03（1：1）200〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←発煙HN08（s．9．1．50）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　360〃を氷で冷やしたえずかきまぜながら滴下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カカラスロ過器（G－4）で口遇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発煙HN03（s．9．1．45）で洗浄

　　　　　　　　　　　口液　　　　　　　　　　沈澱
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この操作を沈澱が減
らぬ状態でくり返す

約2～3

→

←少量の温水にとかす

←溶解に用いた温水め2．6倍容の発煙

　HN03（s．9．1．50）をかきまぜながら冷

　却しつつ加える

時間放置

←ガラスフィルター（G4）（10励4）で口過

　し，発煙硝酸（s．g．1．45）で洗浄

←温水20〃に溶解

ヒーカー（200〃）に受ける。

　　　←FeC132〃（Fe3＋10秘g／〃）

　　　←NH4C1（1Ml）1〃

　　　←NH40H（6N）でPH＝8にする。

Fe（OH）3

口液 沈澱

　　←少量の温HC1（1：9）に溶解

　　←FeC132〃（Fe2＋10彬／〃）

　　←NH4C1（1M）1〃

　　←NH40H（6N）でPH＝8にする
　　↓

Fe（OH）3

→口液　　　　　　　沈澱

　　←BaC122〃（Ba2＋10彬／〃）

　　←酢酸（6N）1〃

　　←酢酸アンモン（6M）2〃

水溶加温

←かきまぜながらNa2Cr04（1．5M）

　数滴々下　2～3分加熱

沈澱 　　　口液

約20～30〃に濃縮

　　　←発煙硝酸（s．g．1．50）の80～90

　　　　　〃を冷やしながら，かきまぜ

　　　　　つつ加える

2～3時間放置

　　　←ガラスフィルター（G－4）で口

　　　　過，発煙硝酸（s．g．1．45）で洗浄

口液 沈澱

　←150oCで乾燥し，秤量
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←温水10〃に溶かしHC1数滴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で酸性とす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二週間放置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←FeC130．5〃（Fe3＋10彬／〃）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←NH4C15〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←N巳40H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fe（OH）3↓　この時刻t1を記録する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱　　　　　　　　口液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←もとのビーカーに受けてHC1に溶解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←加熱後NH40Hで申和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fe　OH）3↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←分離型フィルターで口別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液　　　　　　　沈澱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←乾燥器申で早く乾燥し試料皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にセットする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β線スペクトロメーターで測定（3回皐上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この時刻をそれぞれt2，t3，t4として記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（グラフを作る）

　固　魚の肉及び骨の中のS卜⑭⑰及びCs一醐の測定（魚の採取点は図V皿1）

（1）魚肉の処理

　魚は三枚卸しにし，骨に附着した肉は，骨ごと熱湯にしばらく浸して，肉を骨と分離しこの

肉を大部の肉と一緒に試料とする。

ピ）生体肉試料は蒸溜水で手早く洗い，口紙で水を切り，秤量する。110oCで充分乾燥し再

び秤量する。

　（→　乾燥試料は電熱器で温度上昇勾配を注意しつつ可燃性ガスが殆ど出なくなるまで床化す

る。

い　電気炉に入れ，550・C前後で淡色になるまで灰化する。秤量する。その後メンウ乳鉢で

よく摩砕し，300～350メッシュとする。
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魚肉灰（約1009）

←灰分1009に対し蒸溜水150〃の割に加える

←Sr（N03）22〃（Sr2今10微／〃）

←CsC1　　　2〃（Cs＋10彬／〃）

　水溶加熱

←かきませながら水と等容のHN03（sg138）を加えと

　かす

口液

←蒸発皿にとり殆ど蒸発乾澗

←灰分1009につき200〃のHNO乳（1：1）

沈澱

1　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1
口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱

←常温で6～109のリンモリブデン酸アンモニウムを加える

←15分以上かきまぜながち放置　　口過し硝酸で1回洗浄

口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秤量，Cs測定用とす

　←氷で冷やしつつかきまぜ発煙硝酸を滴下す

一夜放置

　←ガラスフィルター（11G－4）で口過，発煙硝酸（s．9．1．45）で洗浄

く
り

返
す

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　←可及的少量の温水にとかし，ビーカーに移す

　←かきまぜながら用いた水の2．6倍容の発煙硝酸（s．g．1．50）を氷で冷やしつつ滴下‘

2～3時間放置一

沈澱　　　ガラスフィルター（G－4）で口過
　　　　　発煙硝酸（s．g．1．45）で洗浄

　←温水20〃にとかす

　←FeC132〃（Fe3＋10彬／〃）

　←NH4C11肋4（1M）

　←NH140H（6N）でPH＝8とす

口液

←

口液

沈澱

　←少量のHC1（1：9）にとかす

　←NH40Hで再沈

口液　　　　　　　　　沈澱

←BaC12〃（Ba2キ10彬／〃）

←CH8COOH（6N）1〃

←CH3COONH4（6M）数滴
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口液 沈澱

　←少量の熱HC1（1：9）

　←NH40H（6N）

　←CH3COOH（6N）

　←CH3COONH4（6M）

l　　　　　　　l
口液　　　　　　　沈澱

←30〃に濃縮

←冷却後発煙硝酸（s．9．1．50）の過剰（80～90〃）をよくかきまぜながら

　氷で冷やしつつ滴下

．2～3時間放置

　　←ガラスフィルター（11G－4）で口遇，発煙硝酸（s．9．1．45）で洗浄

沈澱

　←150oCで乾燥，秤量

　←温水10肋4にとかす

　←HC1（1：9）数滴で酸性

2週間以上放置

口液

　　←FeC130．5〃（Fe8＋10彬／〃）

　　←NH4C15〃

　　←加熱しつつNH40H滴下
Fe　OH）3↓　この時刻を記録

沈澱

　←HC1で溶解し，上と同様にして再沈

　←分離型フィルターで口遇

沈澱

　　←口紙と共に110oCで手早く乾燥

Y－90カウント（測定前後の時刻記録）

口液

口液

（2）骨の処理

50～1009の骨灰（約1・9をCa定量用にとる）
　　　　↓
骨灰19に対し1．5〃の割合で蒸溜水を加える

　　　　　←Sr（N08）25〃（Sr2＋10彬／〃）

　　　　　←CsC1　　　5〃（Cs＋10彬／〃）

　　　　　←等容の濃硝酸（s．g．1．50）

　　加熱溶解
　　　　一1

ビーカーの器壁を氷で洗いながら水でうすめ他の
ビーカーに移す。口過
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沈澱

沈澱

灰化

HN03（1：1）にとかす

　　口過

口液

→口液

蒸発乾洞

　　←HN03（1：1）

　口過

　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱（珪酸）

　　　　　→蒸発，析出するまで加熱

　　　　　　　　　　←冷却しかきまぜながら発煙硝酸（s．g．1．52）を静かに加える（こ

　　　　　　　　　　　の時白色コロイド状沈澱）

　　　　　　　　　　←更に発煙硝酸を加え速かに沈澱せしむ

　　　　　　　　一夜放置（カラスフィルター11G－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　ヒーカー内の沈澱とも発煙硝酸（s．g．1．45）で洗浄

一温水にとかす

100〃の共栓フラスコに移し蒸発乾洞

160oCで1時間乾燥

冷却後乾固物の量に応じ水10～20〃でとかす
1一冷却しかきまぜながら発煙硝酸（・・・…）を水の量の…倍溶滴下

口液

こ

の

操
作
を

く
り
返
す

一夜放置

　　口過（ガラスフィルター11G－4）

　　　　沈澱

　　ビーカーの申の沈澱とともに温水にとかす

←NH40H（20％）でPH＝8とす

←CH3COOH（6N）1〃
←BaC122〃（Ba2＋10彬／〃）

←CH8COONH4（6M）2〃

←加熱しながらNa2Cr04（1．5M）1〃をまぜながら滴下

　一夜放置
　　　　　分離型フィルターで口別

1　　　　　1
口液　　　　　沈澱

　←NH140H（20％）でアルカリ性とす

　←加熱後炭酸アンモン（固体）をやや過剰（1～29）に加える

　　分離型フィルターで口別
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I　l　　　　　l
口液　　　　　沈澱

　　　　HN03（1：1）に溶かし三角フラスコに移す

　　　　　　蒸発乾潤

　　　　160oCで一時間乾燥

　　※→乾酒物の量に応じて蒸溜水10～20〃にとかす
　（註）
　　参　　　　　←冷却し・かき’まぜながら発煙硝酸（s・9・1・52）を水の2・6倍容滴下

　照一　一夜放置
　　　　　　　　　（註）沈澱が多く粉状の沈澱が多い場合はまだ多量のCaを含んでいるので口過後

　　　　　　　　　　　再び温水にとかし蒸発乾澗後（※）の操作をくり返えす

　　　　　垣量としたガラスフィルター（No．1G－4）で口過（160oCで約1時間）

　　　　　　　　←発煙硝酸（s．g．1．5）で洗浄

　　　1　　　　　　　　1
　　口液　　　　　　　　沈澱

　　　　　　　　　　フィルターごと乾燥器申で160℃で約1時間乾燥

　　　　　　　　　　デシケーターに入れ1時間後秤量

　　　　　　　　　　フィルターの重量を差し引いて硝酸ストロンチウムの重量とす

　　　　　　　　　　温水にとかす
　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　二週間以上保存

　　　　　　　　　　　　　　←FeC130．5〃（Fe3＋10彬／〃）

　　　　　　　　　　　　　　←濃NH40Hを加えFe（OH）3を沈澱せしめその時の時刻

　　　　　　　　　　　　　　　t1を記録

　　　　　　　　　　　　　　　口別

　　　　　　　1　　　　　　　　　　1
　　　　　　・口液　　　　　　　　　　沈澱

回
収
率
を←
求
め

る　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　口液

もとのビーカーに受けHC1（1：1）にとかす

　　　く‘加熱後N巳40HでFe（OH）3再沈
　　　　　口別（分離型フィルタ）

　　　　沈澱

　　　　　←乾燥器で乾燥

試料皿にセットしてカウンターにかける

この時の時刻t2を記録
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囚土壌中のSr一曾⑪及びCs－137の測定

　土壌の鉱物学的組織は複雑であり，結晶粒コロイド性，腐蝕質等の混合割合や，粒子の大小，

密度等が両元素の吸着性の差により，またその土壌の山野の位置等により蓄積度が異なること

はよく知られて居り，表土の深さ1α吻に殆ど吸着されることも知られている。

　著者等は松江市近郊及び島根半島の申国電力株式会杜の原子力発電所工事現場の土壌を分析

試料とし，表土（O～56吻）（1〃z2）を採取した。ここの土壌に生育する野菜をも分析試料とし

相互の含有量関係を分析することにした。

風乾細土（2009）（冷塩酸浸出法）

←HC1（1：1）500〃

←SrC1220彬（Sr2＋10彬／〃）

←一CsC1　2〃（Cs＋10彬／〃）

←振盤器で1時間振る

←　夜放置，口別（フフナーロート，口紙No2）

　沈澱物をHC1（0．N1）で数回傾斜洗浄

　「
沈澱

再塩酸処理

口液

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　←必要によっては口紙（No．2）で口遇

　←蒸溜水で24に定容

　←このうち100～200〃をCa定量用に取っておく

　←残りの浸出液を3／ビーカーに入れる

　←6N以下の塩酸酸性とし，14につき19のリンモリブデン酸アンモンを加える。

　　15分以上かきまぜ，しばらく放置，口別（No．6口紙）

　沈澱

　　←HCI（6N以下）で1回洗浄

　　　空気申に放置乾燥

　　　次に蒸発皿にて11ぴCで乾燥

　　↓

ガンマー線測定（Cs－137）

沈澱

口液

←NaOH（10N）で申和

←固体NaOH509，Na2C08509の
　飽和水溶液を加える時々かきまぜ

　1時間放置　ブフナーロート，口

　紙（No．5A），口別

口液

←蒸溜水で34ビーカーに移す

←HC1（1：1）約24にとかす

　水溶上で充分熱する（70oC，30分以上）

←移酸結晶1009

←穆酸アンモン（6M）25〃
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←NH140H（1：1）指示薬ブロムクレゾールグリーン

　黄緑色から緑色に変わる点を終点として申和

←この時赤褐色のFe（OH）3を生じたら修酸509，NH40H（1：1）で前記のように調制

　約1時間この温度に保ち沈澱を熟成させ室温で一夜放置

　口別（No．6口紙）

沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　←（NH14）2C204（O．1％）で洗浄

　←鉄分のため着色している時はHN08（6～8N）の約14にうすめ惨酸509，酢酸アン

　　モン（6M）25〃を加えNH40H（1：1）で申和（指示薬はブロムクレゾールグリーン）

　　約1時間この温度に保ち沈澱を熟成せしめる

沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　←修酸アンモン（O．1％）で洗浄

　←口紙と共に大型磁製堆塙で焼き700～800℃で30分間強熱する

　←冷後HN08（6N）にとかす

　←蒸発皿に移し蒸発乾酒する。これを砂皿上で砂の温度を120～140．Cに保ち，白煙が

　　出なくなって更に1時間，時々かきまぜながら熱しつづける

　←冷後蒸溜水でうすめる。口別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、
口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱

←300〃ピーカーに受け水溶上で50〃に濃縮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1

←冷水で冷やしつつ，撹伴機でかきまぜつつ，液量の2．6倍量の発煙HN03（s．P．1．

　　52）をビューレットから徐々に滴下してSr（N03）2の沈澱を生成させる。

←　夜放置，カラスフィルターで口別（11G－4）

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　←ビーカーの内壁及びガラスフィルター上の沈澱を発煙硝酸（s．g．1．45）で手早く数

　　回洗浄

　←ビーカーに残っ一た沈澱を数〃の温水で溶解洗浄しこれをガラスフィルターに注いで

　　ガラス棒でかきまぜフィルター上の沈澱を温水で数回洗浄する

　←この口液を10～20〃に濃縮する
陸
　←※の操作を2～3回くり返しCaの除去を充分に行なう

　←FeCI35〃（Fe3＋10彬／〃）

　←水溶上で熱しながらNH40H（1：1）で申和（指示薬はメヂルレッド）

　　更に1～2分間熱する。P別（口紙No．5A）

　←沈澱を熱NH4C1（2％）で5～6回洗浄

沈澱 口液

　←HC1（1：1）叉はNH40H（1：1）でPH＝8

　←BaC122〃（Ba2＋10彬／〃）
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←CH3COOH（6N）ユ〃

←水溶上で熱する

　Na2Cr04（1．5M）1〃をかきまぜつつ滴

　下し沈澱を作り，上澄液が透明になる

　まで水溶上に保つ

←冷後口別（口紙No．5C）

　修酸アンモン（O．1M）で5～6回洗浄

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱

　←BaC122〃（Ba2＋10彬／〃）

←Na2Cr04（1．5M）1〃をかきまぜながら滴下

　　前記同様，沈澱熟成，口別洗浄，冷後口別（口紙No5C），

　　5～6回洗浄

酢酸アンモン（01M）で

口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱

←アンモニァ性（NH4）2C03（3M）を加え，水溶上で熱し沈澱を作り数時間放冷

沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　←垣量としたガラスフィルター（11G－4）で口別

　　（NH4）2C08（1％）で7～8回洗浄

　　器壁にC2H50H（99％）を注いで沈澱を洗いおとす

　←11ぴCで乾燥，恒量となるまで秤量

　←ガラスフィルターに蒸溜水とHC1（1：1）を注いでとかし吸引口別（泡立つから注意）

　　温水と少量のHC1（1：9）で洗浄

口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱

←この口液100〃につきHC1（1：1）を10〃の割に加える

←FeC135肋4（Fe3＋10㎎／〃）（ナトリウム分離のため）

←熱しながらNH40H（濃を加え沈澱をつくる

　　この時の時刻を記録しておく

　　口別（口紙No．5C）

二週間放置

沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液（A）

　←HC1と蒸溜水にとかす，100oCに加熱

　←濃NH40Hで沈澱をつくる
　←分離型フィルター，口紙（No．5C）で口別

　　NH4C1（2％）で洗浄

　　アルコール（99％）で器壁についた沈澱を洗いおとす

沈澱

　←乾燥器で乾燥

Y－90β線カウントを測定

口液（B）
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口液（A＋B）

←Na2C03でPH＝9．Oとす，口別

　沈澱

SrC08の重量測定（回収率）

口液

　回　野菜中のS卜⑭⑰及びC8－137の測定

　野菜は根菜，葉菜，果菜があるが試料土壌に生育した野菜及ぴ季節的に大根，人参のような

現地根菜はないので葉菜と果菜の一部のものに限って分析を行なった。

生体重量秤量

　　　　　　　　　水洗，戸外叉は室内乾

　　　　燥乾燥器で垣量（110oC）

一→電気炉で灰化（500oC），秤量

　　　HC1（1：1）で加熱抽出

一残溜物
　　　　↓
　　　　口液

　　蒸発乾酒，冷却

HC1（1：1）にとかし約100〃とす， 口別

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不溶物（珪酸）

←蒸溜水を加え14とす，シ壬o容をCa定量に取っておく

←担体としてはSrC125〃（Sr2＋10仰／肋／）

　　　　　　　CsC12〃（Cs＋10彬／〃）

←蒸溜水で約1．54とす

←リンモリブデン酸アンモン1．59を加え，15分以上かきまぜる

　　口別（ガラスフィルターNo．11G－4）

　口液

30分以上水溶上加熱

←N巨4C1糸勺209

←氷酢酸10〃

←修酸　　109

←ブロムクレゾールグリーン指示薬数滴

←濃NH140Hで申和（終点は黄緑→緑）

沈澱，硝酸（1：1）で1回洗浄

110oCで乾燥

容器に入れて秤量

ガンマー線測定

室温で一夜放置

　　　口別，口紙No．6

沈澱 口液
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　　←（NH14）2C204（O．1％）の70～80〃で洗浄

大型ルツボで790～800oCで縄熱（30分）

HN08（6N）にとかす

蒸発乾掴

砂皿（120～140oC）で1時間加熱

冷却，蒸溜水を加え，口別

こ

の
操
乍
を

回
く
り
返
す

　口液

水溶上で約50〃に濃縮

→

沈澱

←冷水で冷やし撹伴しつつ液量の2．6倍容の発煙硝酸（s．g．1．52）を滴下

　一夜放置

　ガラスフィルター（No．11G－4）で吸引口遇

　ビーカー，フィルター上の沈澱を発煙硝酸（s．g．1．45）で洗浄

　沈澱

　　←数〃の温水にて溶解洗浄し，ビーカーに移す

一10～20〃に濃縮

口液

←FeC135〃（Fe3＋10彬／〃）

←メチルレッド指示薬数滴

←水溶上で加熱しつつHN40H（1：1）で申和，1～2分加熱

←口別（口紙No．5A），熱NH4C1（2％）で5～6回洗浄

こ

の
操
作
を

回
く
り
返
す

　口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱

→　　←HC1叉はNH140H（1：1）で申和しPH＝8とす

　　←BaC122肋4（Ba2＋10η1〃），担体

　　←CH3COOH（6N）1〃

　　←CH3C00NH4（6M）2〃
　　←水溶上で熱しつつNa2Cr04（1．5M）1〃をかきまぜつつ滴下

　　←上澄液が透明になるまで水溶上で加熱，冷却

　　←口別（口紙No．5C），CH3COONH4（O．1M）で5～6回洗浄

＿口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱

　　←（NH4）2C03（アンモニア性3M溶液）10〃水溶上で加熱，沈澱生成，数時間放置

　　　前もって恒量（110oCで）を得た口紙（No．6）で口別

　　　分離型ガラスフィルター使用

　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

（N巳4）2C03（1％）で7～8回洗浄後エタノール（99％）で洗浄

口紙じと110oCで乾燥，垣量として秤量
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二週

←口紙ごとビーカーに移し蒸溜水約50〃

←HC1（1：1）を適当に加え溶解

←水溶上で加熱，口紙を引上げ温水と少量のHC1（1：1）で洗浄して除去

←HC1（1：1）約10〃

←FeC185〃（Fe8＋10η／〃）

間以上保存

←濃NH40Hを加えFe（OH）3の沈澱の生成する時の時刻t1を記録

　口別（口紙No．5A）

一口液

←SrC03として回収率を

　求めるため保存

　　　沈澱

もとのビーカーに受けHC1（1：1）でとかす

　　　　←加熱後N巳40HでFe（OH）3沈澱

　　　　口別（分離型フィルター）

　　　沈澱

　　　　　←乾燥器で乾燥（110oC）

試料皿にセットしてカウンターにかけ

この時の時刻t2を記録

固　海藻，魚肉・骨，土壊野菜申のC我の定量

　Caはその化学的性質がSrと類似しているのでSr量を計測するためにはCaの含有量を知

って，その計測された値からCa19当りのSr単位を知り，他のデータと比較する必要があ

る。

　　　　　　魚肉灰　200～3009

　　　　　　魚骨灰　　　約100彬

　　　　　　海藻灰　　　　1～29

　　　　　　土壌・野菜の試料100～200〃を30〃に濃縮

を分析試料とする。二つの方法がある。’

（1）容量滴定法

　　け）例：骨　灰

　　　100彬を秤量

　　　　←HC1（1：1）2～3〃にとかす

　　　　←ビーカーの壁を少量の水で洗い，指示薬のメチルレッド2～3滴を加える

　弱火で熱しながらアンモニァ水（10％）を溶液が赤色から黄色に変わるまで加える（黄白色

沈澱生成）
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　　　　←CH8C00H（10％）微紅色を呈するまで加える

　　　　←蔭酸アンモン（飽和）20〃，1～2分加蕪

　　一夜放置，口別

1　　　　　　　　　1
口液　　　　　　　　　沈澱

　　　　　　　　　　　　←冷水で2～3回洗浄

　　　　　　　　口紙ごとビーカーに移す

　　　　　　　　　　　　←H2S04（1：1）20〃

　　　　　　　　　　　　←蒸溜水　　200〃

　　　　　　　　　　約85◎Cに加熱

　　　　　　　60oC以下にならぬうちに直ちにKM．04（O．1N）で滴定

　（口）例：土壌

Ca分析用試液200〃

←この試液の25〃をとる

←濃HN081～2〃を加え有機物を分解しながら菜発乾澗

←冷後Hα（1：1）を加えて再び乾潤（5回）

←冷後HC1「1：1）10〃，温水を加え珪酸を分離し，口液を100〃とする

／※

←水溶上で充分加熱

←惨酸29

←修酸アンモン（6M）2〃

←NH40H（1：1）黄緑色から緑色への変色点を終点とす

　指示薬はブロムクレゾールグリーン数滴

←数分間熱する，常温で4～5時間放置

←口別（口紙（No．6），沈澱を水，NH40H（（1：50）で数回洗浄

沈澱 口液

1※

←熱HC1（1：9）及び熱水でとかす

　口紙もよく洗ってもとのビーカーに受け100〃とす

←（※）の操作を再度行なう。口別

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　←もとのビーカーに受け，細いガラス棒で口紙の底に穴をあけ熱水で沈澱を吹きお

　　とす

　←H2S04（114）20〃を口紙に滴下し，次に

　　熱水で口紙を洗浄，最終液量を約50〃とす

　←この溶液を水溶上で70oCに熱し，KM．04（O．1N）で滴定
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ブランクテスト0

　　　　　　　（NH4）2C204（0．25M）10〃をビーカーに取る

　　　　　　　　　　　　　←蒸溜水で液量を50～100〃とす，口別（口紙（No．6）

　　　　l　　　　　　　　　　　　l
　　　　口液　　　　　　　　　　　口紙（※）NH40H（1：50），水で洗浄

別に蒸溜水50〃をビーカーにとり水溶上で加熱する。これに上の（※）の口紙を加え，KM，04

（O．1N）で滴定を始めピンクの着色が30秒～1分間つづく点を終点とする。

試料の滴定値からこのブランクテスト値を差引いてCa量を算出する。

（2）重量法（例．海藻灰・魚肉灰）

魚肉ならばその灰200～300η，海藻灰ならば1～29を正確に秤量

←20～50〃の濃塩酸に加熱溶解

←100〃の水でうすめる

口液

　←FeC1320〃（Fe3＋10彬／〃）

←NH140H（6N）で中和（NH14C1の存在下）

沈澱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、
　口液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱
　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←HC1にとかす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←N旦40Hで再沈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1
　　←加熱，沸騰　　　　　＼口液　　　　　　　　　　沈澱

　　←惨酸アンモン29を熱湯10～20〃にとかしたものを加える

一夜放置

　　←口紙（No．5C）で口別

　　修酸アンモン（0．1％）で洗浄

　沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　　←熱HC且（1：1）でとかす

　　←惨酸アンモン29を熱湯10～20〃にとかしたものを加える

4時間以上放置，口別，修酸アンモン（01％）で洗浄

　　　　沈澱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口液

　　　　やいてCaOとして秤量

　囮　S卜30及ぴCs－137の測定値計算方法及び理論的解釈

　このことについては科学技術庁編の「放射性ストロンチウム分析法（1963年版）」及び「放射

性セシウム分析法（1963年版）」を参考にして行なったので詳細は省略し，ここには一例を示す。

（1）Cs－137の場合
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（イ）

（口）
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計測値から全c．p．m．を求め，これからバックグラウンドαp．m．を差引く

（イ）の値から真の計数率Netc．P．1m．を次式で算出し，標準偏差を附記する。

…α叫一（音芸）・（景・撃）％

　　　　　　但し，　〃α＝全カウント数

　　　　　　　　　　吻＝バックグラウンドのカウント数

　　　　　　　　　　亥α＝試料計測時間（分）

　　　　　　　　　　島＝バックグラウンド計測時間（分）

　り　（口）で算出したNetc．p．m．を使って，これを計数効率（後貢に示す）で除してd．p．m．

を求める。

　⇔　りで算出したd．P．m．の値を2．22で除してピコキューリー（PCi）に換算する。

　㈱　Hで算出したpCiの値を回収率（70％としたが，この回収率は気象研では80％とされ，

80％をそのまま適用した場合もあるが，余程実験操作を厳密に行なっても80％は得がたく70％

はよい方である。従ってCs－137の回収分析法は根本的に研究される必要がある）で除し，原

試料申の全Cs－13テ量を算出する。

　h　PCi／9ash，PCi／生体勿を算出する。

この時比例式で誤差も求めるが，最終誤差としては実験操作を通じての誤差としてPc1の値の

10％を加えておく。

　（Cs－137の計算例）

　例を川津産キャベツにとってみると計測値から

　　　　〃α＝20688カウント，カα＝2580分

　　　　物：20061カウント，あ＝2700分

・・・…　一（2塞1121榊・（1llll・1紺㌧・．・・・…

グラフ（略）からこの時の計数効率は4．2％（使用ソンモリブデン酸アンモンは1，209）である

から

　　　　　　　　　　O．55
　　　　dpm二　　＝1310　　　　　　　　　0．042

　　　　　　　13．10
　　　　pC1＝　　　　＝590
　　　　　　　2’22

回収率を70％としたので，もとの試料の全pciは

　　　　　　　　5．90　　　　全pC1＝　　＝8，43
　　　　　　　　0．70

これを用いて

…／・…一音告・（00鵠64・・．…品）一・．・・・…
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…／生梅一1釜・（001毛105・・…品）一・・・・…

（2〉Sr－90の場合

　ピ）計測値より全c・P・m．を求め，これよりバックグラウンドc・P・m・0．5を差引いて

Netc．P．m．を求める。叉それに対する偏差も求める。

　次式で計算する。

　　　　　　　　　　　〃α　　　　Netcμ血＝¢、　05　〃α’全カウント数

偏差一・（崇・甜る
カα：試料計測時間（分）

　（口）ピ）の全カウント数の値にグラフ（略）から得られる測定時間申に於けるY－90の減少の

補正係数bを乗じ，測定開始時に於ける計数率を算出する。

　り　（口）で得られたNetαp．m．補正値にりで求めた偏差を合わせ，対数グラフの横軸に時

（Sr－90とY－90の分離時刻，それに各測定時間刻を含む様にとる），縦軸に計数率をとり，

各測定時刻に於ける計数率をプロットする。

　⇔Y－90の半減期は64．4時間であるのでグラフ上に理論直線を引きンこれとプロットした

各点を結んで得られた直線がほぽ平行であれば，この計測値はY－gOによるものとしてよい。

もし明らかに平行でなければ計測を繰り返し最も近似的直線を引く。

㈱上の直線とSr－90，Y－g0の分離時刻を縦軸方向に延ばした直線との交わる点での計数

率がSr－90，Y－90の分離時刻に於ける計数率となる。

　h　㈱で率めた計数率を用いてd．p．皿を求める。

　　　　　　　　　　Sr－90，Y－90分離時刻に於ける計数率
　　　　d．P．m．＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　O．563

　（卜）d．p．血．をpciに換算する。

　　　　　　　d．P．m．
　　　　pCi＝
　　　　　　　　2．22

　㈱　回収率でこのpciを除し，試料中の全Sr－90量を算出する。

　（リ）PCi／9ash，PCi1生紡を出す。

　（ヌ）S．皿　（ストロンチューム・ユニット）を算出し，比較上の目安とする。

　（注）S．uとは放射性降下物に由来するSr－90の試料申に於ける量をCaに対する相対含

有量で表わした単位であって，非放射性カルシウム19について含まれるSr－90のPci数であ

る。

　即ち　　　　　1S．U∵＝1pCi119Ca

Caに対する値が用いられるのはSr－gOの化学的性質が比較的カルシウムに似ていることによ

るが，Sr－90は必ずしもCaと行動をともにせず，従ってこの単位は学問的には厳密なもので

はなく便宜的なものである。
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　（Sr－90の計算例）

例に川津産キャベツとハマチ骨をとってみる。

　　（川津産キャベツ）

　　　　Y－90分離時刻　1970年12月1日午目u1O時40分

　　　　第1回目の測定開始時刻：12月1日午後O時55分（60分間測定）

　　　　　　　　　　　　　　　　全カウント1067

　　　　第2回目の測定開始時刻：12月2日午前9時55分（60分間測定）

　　　　　　　　　　　　　　　　全カウント912

　　　　第3回目の測定開始時刻：12月3日午前9時55分（60分間測定）

　　　　　　　　　　　　　　　　全カウント727

以上3回の測定につき，それぞれの全カウント数を〃α，ヵα＝60，それに測定時間に於ける補正

係数b＝1．O05を用いて各計数率を求めると

　　第1回目の測定

　　　　Net　c．P．m．＝17．37，　偏差＝±O．54

　　第．2回目の測定

　　　　Net　c．P．m．＝14．77，　偏差；±O．50

　　第3回目の測定

　　　　Net　c．P．m．＝11．68，　偏差＝±0．45

以上3つの値を用いて減衰曲線を引く（図略）。その直線からY－gO分離時に於けるc．P．肌

は18．2と決定した。

　これより計数効率0，563を用いd．P．m．を求めるが，Ca定量用として｝壬o量除外したもの

でヵウントしたので，ここでエ％を乗じ，もとの試料全体のd．P．m．を算出する。

　　　　　　　　　　18，2　10　　　　d．p　m　＝　　　　x一：3592
　　　　　　　　　　0．563　　9

これを2．22で除してpciにすると

　　　　　　　35．92
　　　　pC1＝　　　　　＝1618
　　　　　　　2．22

回収率が実験の結果45．31％だったので全pciを算出すると

　　　　　　　　16．18
　　　　全pC1＝　　　＝3571
　　　　　　　　0．4531

　　　　　　　　　　35．71　　　　pC1／9ash＝　　　　＝271
　　　　　　　　　　13．17

　　　　　　　　　35．71　　　　pC1／生勿＝　　　＝2138
　　　　　　　　　　1．67

またCaは324彬含まれていたので
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　　　　　　　　　35．71
　　　　SU＝　　：11022　　　　　　　　　0，324

　（ハマチ骨）

　この場合野菜の場合のようにCa定量用として途申で，試料の一部を除外しておく必要なく

上記の野菜の場合と同じで，d．P．m．を求めるのにユ％を乗ずると云う補正を行なわない。

Y－90分離時のc．P．m．は野菜と同じように決定し，その値は2．37であった。

　　　　　　　　　　　2．37
　　　　d．pm：　　＝421　　　　　　　　　　0．563

　　　　　　　4．21
　　　　pC・＝222＝190

これを回収率71．33％で除し全pciを求めると

　　　　　　　　1．90
　　　　全pC1：　　　＝266
　　　　　　　　0．7133

　　　　　　　　　　　2．66
　　　　pC1／9ash＝　　　　＝O09
　　　　　　　　　　31，27

　　　　　　　　　　2．66　　　　pCi／生勿＝一一一一：5，02
　　　　　　　　　　0，53

　　　　　　　　　2．66
　　　　S　U＝　　　　＝022
　　　　　　　　　12，060

（補足）

　（1）Sr－90の回収率計算法

Sr－90の回収率は下記の理論式で求める

　　　　　　　　　　　　　　　最後に回収したSrC03量×100
　　　　回収率：担体量（S，CO、に換算）十試料申のSr－90（SrCO、に換算）

ここで担体量は野菜に使ったSrC12，魚骨灰に使ったSr（N03）2ともその精度を次の（2）に示

した方法により得られるSrC03量の形で求める。

　次に試料申のSr－90をCaとの次の比から推定しこれもSrC03重量に係数1685を乗ずる

ことにより求める。

　　　　野菜では　Ca　l　Sr－90÷O．5：2×10－3

　　　　魚骨では　Ca：Sr－90÷250：1

これは東示教育大学教授三宅泰雄博士によるものであるが，使用試料の種類のすべてに適用さ

れるものではないが，今回は一応この方法によ、ったg

　（2）回収SrC03量並に使用担体の濃度をSrC08量として知る方法
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　（回収SrC03量）

　Y－90を分離した口液
　　　　　　↓
　沸騰しない程度に加熱，約50〃とす

　　　　　　　←濃N巳40Hで弱アルカリ性にする

　　　　　　　←10～20〃のNa2C03（飽和）
　ヒーカーの壁を引きかきながら約30分間そのまま加熱し，沈澱が熟成されてから一夜放置
　　　　　　↓
　分離型フィルターで口遇（前もって110oCで垣量にしておいた口紙）

　　　　　　　←口液で沈澱を2～3回洗浄

　乾燥器で110oC乾燥，恒量とし秤量。

　この値から口紙の恒量値を減ずれば回収Sr－90がSrC03量として求められる。

　（使用担体の濃度計測）

　これは上述の回収SrC03量を求める方法と操作は同じであるが，口液のかわりに担体を使

用量だけとって蒸溜水で約50〃としたものを出発点とするところが異なる。結果的には担体申

のSr－g0にNa2C03を投入してSrC03の沈澱とし，この重量を求め，これから使用担体申

のS卜90の濃度が計算出来る。

　ちなみに係数はSrC03／Sr＿1，685

尚上記回収率計算式に代入する値としては計測値，即ちSrC03重量をそのまま用うればよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39　　49

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38抑48
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11合11　本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36S　46　海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35　　　45
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34　　　44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33　　・43
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、∵二。状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13、　　。　　　　升

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ノ最一

図I．海水の採取点（○印）
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の測定

90Y分離時
　　　　　c・P・m．

dp．m／4 pci／4
C1em1cn1
yie1d

pci／4

－B．G．
187Cs／goSr

（Pci／4）

O．76士O．06
3．60±O．20
4．21土O．32

O．027
0．128
0．150

O．012
0．058
0．068

O．027（±O．002）

O．137
0．153

O．11±0，01
0．13士O．01

2，09
1．49

2．96士O．20
1．63士O．40

3．10±0，25
3．92土O．27

O．105
0．059
0．115
0．145

O．047
0．027
0．052
0．065

O．203
0．163
0．187
0．222

0．18±O．01
0．14±O．04
0．16±O．02
0．20±O．02

1，28
1，29
1，25
1．15

4．63±O．45
4．63±O．45

4．10士O．60
3．50±O．20

O．164
0．164
0．146
0．124

O．074
0．074
0．066
0．056

O．165
0．199
0．227
0．190

0．14±0，02
0．17±O．02
0．20土O．03
0．16士O．01

1，74
1，06
0，90
1．63

3．73±0，35
4．03±O．34
4．52士O．42
3．56士O．40
3．67±O．52

3．OO±O．32
2．44士O．33
3．88士O．30
3．08士O．22
5．OO士O．41

O．133
0．146
0．161

0．132

O．133
0．222
0．173
0．157
0．119
0．181

O．060
0．066
0．073
0．059

O．060
0．100
0．078
0．071
0．054
0．082

O．161

0．181
0．188
0．206

0．204
0．228
0．246
0．250
0．222
0．204

0．13±O．02
0．15±O．01
0．16±0，02
0．18±O．02

O．18士O．02
0．20±O．02
0．22土O．03
0．22±O．02
0．20士O．02
0．18士O．03

1，92
1．O0
1，19
0．94

0，89
0，85
1，18
1．OO
O．60
1．06

4．97士O．60
3．11士O．25
3．50±O．30

O．177
0．118
0．124

O．080
0．053
0．056

O．207
0．136
0．145

O．18±O．03
0．11士O．01
0．12士O．01

0，89
0，82
0．75

10．06±O．80 O．357 O．161 0．219 O．19±O．02 O．63

の測定

B．G．c．P．m． netc．P．m d．P．m pc1
Chemica1
　　　　　yie1d pci／4

（Pci／4）

7，43
7．43

7，43
7，43
7，43
7，43
7．43

7，43
7，43
7，43
7，43
7．43

7，43
7，43
7，43
7，43
7．43

7，43
7，43
7，43
8，82
8．82

8，82
8，82
8．82

7．43

O．64土O．09
0．52±O．09

O．77士O．09
0．43士O．09
0．45±O．10
0．51±O．09
0．60士O．09

O．63士O．09
0．49士O．09
0．47±O．09
0．30±O．07
0．70士O．09

O．66土O．08
0．40士O．09
0．50±O．08
0．46土O．09

0．41士0．09

0．27士O．09
0．41士O．09
0．52士O．Og
O．30±0，09
0．49士O．09

O．43土O．07
0．23士O．09
0．24土O．Og

O．31士O．07

20．45
16．67

20．81
14．58
14．66

17．O0
19．80

20．86
16．28
15，67

8．65
23．33

21．93
13．29
16．67
14．84
13．53

7．67
11．71
17．22

10．O0
16．39

14，43

7，62
7．97

10．23

9，21
7．51

9，37
6，57
6，60
7，66
8．92

9，40
7，33
7，06
3．89

10．51

9，88
5，99
7，51
6，69
6．10

3，46
5，28
7，76
4，50
7．38

6，50
3，43
3．59

4．61

11，51

9．39

11，71

8，21
8，25
9．58

11．15

11，75

9，16
8，83
4．86

13．14

12，35

7，49
9，39
8，36
7．63

4，33
6，60
9，70
5，63
9．23

8，12
4，29
4．48

5．76

O．23士O．03（0．06）

O．19士O．03（O．05）

O．23土O．03（O．06）

0．18士O．04（O．06）

O．17士O．04（O．06）

O．20土O．04（O．06）
O．23±O．03（0．06）

O．24±O．03（O．06）

O．18士O．03（O．05）
O．18土O．03（O．05）

O．19±O．04（O．06）

O．26士O．03（O．06）

O．25士O．03（O．05）

O．15士O．03（O．05）

O．19士O．03（O．05）
O．17土O．03（O．05）

O．16士O．04（O．06）

O．17±O．06（0．08）

O．26±O．06（O．09）

O．22±O．04（O．06）

O．12士O．04（O．05）
O．19士O．04（0．06）

O．16土O．03（O．05）

O．09±O．04（O．05）
O．09士O．04（O．05）

O．12士O．03（O．04）
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pCiμ

O．5

　第9回（9．23）地下実験
脇第10回（9．29）2，3M．丁級

O．4

0．3

0．2

O．1

o1

4
14

9

4
1爾

團50

　　　　　40

訂11螂
　　　　　　　　1

　　　　　　　　　44．4567891011ユ245．12345678910
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採収年月日

　　　　　　　　　　　　図’VI．日本海海水申におけるSr－90の経時変化

　　○　沿岸定線St．9（N36◎00！E132◎38！）　園81沖合S線St・31（N37055！E133◎50！）
　　△　　　〃　　St．12（N35oOO！E132◎38！）　　圏40　　〃　　St．40（N42◎00！E133◎30！）

　　ロエ沖合Q線St．1（N35oOO！E121．20！）　麗41　　〃　　St．41（N37◎30！E134．OO！）

　　口g　　〃　　St．9（N37055！E131．15！）　　騒49　　〃　　St．49（N41．30！E134．OO！）

　　口12　　〃　　St．12（N36020！E131◎15！）　　團50　　〃　　St．50（N42．OO！E134oOO1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X　S　宍道湖

　　　1964．4～1969．12　安田測定

　　　1970・1～1970・9　北岡測定　　　　ρCi〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．5　　　x　　　　　　　　　　　　○日本海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×太大洋（黒潮側）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．3　　　　21　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・1　　　　　　　　　　　　　　21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．9　　　　12　　　34二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・　　　　　　　　x35
　　　　　　　　　　　　　　　数字は試料数　　o．5

O

0．4

0．3

9
．

6

O．2

g767

4

4

・x→K・
6

○福井（放医研）

X新潟（放医研）
△福鳥（放医研）
口茨木（放医研）
園日本海（気象研）
⑱日本海（．島　大）

＼23

O．1

40　41　42　43　44　45年庄
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（2）海藻申のSr－90及びCs－137の径年変化

　　　　　　　　　　　　　　　表3　海藻申のSr－90

試料（採地） 採集隼月日 灰分（9）
Sr－90 Sr－90 ※

pCi／9．ash pCi／勿． 生濃縮係数

ノ　リ（手結） 1963．10．5 35．50 O．45±O．04 7．7±O．7 39～77

アラメ（御津） 1965．7．10 100．00 0．17±0．01 7．3士O．4 37～73
ワカメ（御津） 1965．5．10 34．50 6．1±O．O 64．O±1．9 320～640

コンブ（釧路） 1961．　？ 100．OO 0．09士O．01 4．1±O．1 21～41

※海水14当りのSr－90はO．1～O．2Pciとした。

　　　　　　　　　　　表4　海藻申のSr－90及びCs－137

試　　　料　　（採地）

採　集　年　月　　日

生体重量（1・）／l：

風乾重量（1・）ll；

灰重量（・）／

蝸に㌃二1
Cs－137PCi／φ。ash

Sr－90PCi／9．ash

　　S．U．

養縮係数1ごニニ7

Cs－137／Sr－gO

ワ　カ　メ（御津）

　1968．4

　　1．9

　　1．7

　　2．4

　　2．16

　108，4

　　97．2

　1．8710

　19．2

0，196土0．015

0，060士O．01

　3．1±O．65

　56～112

　17～34

　3．28

ア　ラ　メ（御津）

　1968．7

　2．7

　2．5

　2．7

　2．43

　119．2

　107．3

　2．2530

　20，99

0，378土O．01

0，097士0，01

1，053士0．46

85～170

　5～10

　17．02

（小原）

テングサ（隠岐島）

　1968．5

　1．5

　1，35

　1．5

　1．35

　52．27

　47，04

　3．700

　78，66

0．17士O．03

0，098±0，02

1．25士O．27

　15～30

　17～34

　1．73

※海水14（1毎）当りのCs－137はO．2～O．4PCi，Sr－90は0．2～O．2PCiとした　　　　（武田）
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　　　　　　　　　　　表5　海藻申のSト90及びCs－137

試　　料 （採地）

採　　集　　年　　月　　日

風乾重量（冶g）
110oC乾燥　（9）
灰　　重　　量　　（9）

　　　Ca量　　　（9）

㎏一…／㌃h

趾一・・／P鴛／二h

S．U．

藻縮係数／

Cs－137／Sr－90

Cs－137

Sr－gO

ノ　　リ　（手結）

1970．2

0．90

　　76，34

　　3．504

　0．13士0．017

10．78士1．426

0．1015士O．0048

8，611士O．413

　　0，613－

　41～110

　39～78

　　1．28

ワカメ　（御津）

　1970．4

　　2．40

　662．74

　100，21

　　6．159

　0．24士O．012

　9．94士O．48

0．0301士0．0034

1，258土O．142

　　0．159

　38～110

　　6～11

　　7．79

アラメ　（御津）

　1970．4

　　2．10

　800．87

　　92，51

　　5．191

　0．29士O．013

12．69土O．545

0．0180±O．O024

0，795士O．106

　　0．126

　48～141

　　3～　7

　　16．11

　※海水14（1毎）当りCs－137はO．09～O．26PCi，Sr－gOはO．11～22PCiとした。　　　（窪田）

（3）魚（肉・骨）申のSr－90及びCs－137の径年変化

（
〉

　　　　　　　　　　曾

　　　　　　　　御津沖北浦沖

　　　　　　　　　讐ノ

浜田兄島沖　　社～
　　　　　　　　　〆一4
　　　　　　　　ぐ！
　　　　　浜！〃．〉
兇　　　川！
色　1！
　O　『　1　一仲　　　㌧．’．’

　秋

図V皿．漁　場（1968年）

種類1採取年月日

あ　　じ

小はまち

かわはぎ

1968．6

1968．9

1968．11

採取地
浜田一見島沖

御　津　沖

北　浦　沖

平均体長

206肋

186物

256肋

隼　　令

2～3年

1　年
2～3年

採取深度

30～406物

40～60㎝z

100㎝

餌

プランクトン

プランクトン

プランクトン

（岡野）
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表6　魚類のSト90（1968）．

試　料　　（採地）

採　取　年　月　日

　　担体Sr（N03）2η1／

　　収　　　　量彬
　　化学的収率％

　　担体Sr（N08）2η1！

　　収　　　　量彬
　　化学的収率％

　　生　重　量侮骨／

　　灰　　　　　　　分　9

　　　Ca％　　ash
　　Sr－90pCi／生　梅
　　　　　S．U．

　　生　重　量紡肉／

　　　Ca％　　ash
　　　　　　　分　9　　灰
　　Sr－90PCi／生　勿
　　　　　S．U．

あ　　　　　じ
（浜田一児島）

　A　　B
1968．6

ブランク
125．8

103，9

82．6

ブランク

50，3

23，8

47．3

あ　　じ
125，8

40，6

32．3

50，3

15，9

31．6

　O．88

　36．7
．34．3

1．49士O．49

　0．10

　5．6

　5，8
　50．O

O．07士O．04

小はま　ち
（御津沖）

1968．9

ブランク
125．8

103，9

82．6

ブランク

50，3

23，8

47・3

　O．39

　50，0

　33．5

1．53±0，58

　0．04

小はまち
125，8

74，1

58．9

小はまち
50，3

24．8　■

20．8！

　0．12，

　15，5

　33．5－

2．61士1，87

　0．06

　1．9

　9，5
　45．0

0．34士O．11

　0．15

か　わ　は　ぎ
（北浦沖）

1968．11

ブランク
125．8

103，9

82．6

ブランク

50，3

23，8

47．3

かわはぎ
125，8

89，3

71．0

かわはぎ
　50，3

　20，8

41．4

　O．47

　50，0

　37．6

1411士O．37

　0．04

　3．5

　9，5
　24．O

O．03±O．01

　0．27

〈岡野）

表7　魚類のSト90及びCs－137（1969）

試　　料　（採地）

採　取　年　月1日
測　定　年　月　　日
生　　体　　重　　量幼
灰　　分　　重　　量　9

　Ca　　　　　　　　9

化　学　収　率％
バックグラウンドC．貞．m．

Net　c．P．m．

　　　d・P・m・　1

㎏一…　儂㌶
趾一・・　／醐㌶

S．U．（PCi／19Ca）

養縮係数｛

Cs－137／Sr－90

Cト137

S卜90

サバ肉（対島）

196す1％11％

、1970％

　6．44

　100．08

　14．7

　5．926

　0．5
1．52士O．19

　0，47

　1．22

　19，01

　0．256
　3，97

　1．7395
　48～95

　20～40
　　4．4

サバ骨（対島）

1969　1gるエ　エシ壬

1970％8

　3．60

　91．09　．，

　48，89

　8．010

　0．5
0’30士O．14

　0，47

　0，22

　5，65

　0．041

　1．044

　0．0770
　14～28

2．6～5．2

　　4．4

ハマチ肉
（御津沖）

1969エシ台。…・％。

1970％＝
　　2．991

　50．771
　　5．761

　56・741
　　0・5；

0．06±O÷04

　　0．471

　　1．18’

　20，04
　　0．O023

　　0．0391

　　0．0203

　100～200

　0．2～O．4

　　500

ハマヂ骨
　（御津沖）

1969　1｝る2　ユラる5

1970％

　　0．76

　27．60

　17．41

　19，02
　　0．5

0．27±O．14

　　0，47

　　0，12

　　4，37

　　0．078

　　2．844

　　0．1242

O．4～O．8

　5．4

※海水14（勿）当りCs－137はO．2～O．4PCi，Sr－90はO．1～0．2PCiとした。 （坪井）
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　　　　　　　　　　表8　魚類のSr－90及びCs－137（1970）

試　　　料 （採取）

採　一取、年’　月　日

生　　体　　重　　量紡

　　m℃　　　　　勿

灰　　　　　　　分　9
灰分／生杜　　　％

　　　Ca　　　　　　9

　　　全αp・平

バックグラウンドc．p．m．

　　・Net　c．P．m．

｝　ド■137
　　　　　　　　SトgO

㏄一…lP㍑

趾一・・lP：ζ㌶

　　　　S．U．

養縮係数／二二11

Cs－137／Sr－90

サバ肉（対島）

　1970．5；1

　6，51

　1．47

　101，33

　1，56

　9，44

　2，02

　8，82

4．54士O．ユ0

116．1i

　4，25

0．65士O．014

10．04土O；22

0．91士O．016

－1．42士O．254

　0，202－

　36～112

　6～13

　7．14

サバ骨（対島）

、1970．　5

　1．23

　42，64

　3，5

　16．708

　8，54

　7，43

1．11士O．09

　2台．39

　3，73

0．43±O．08

14．85土2169

　0，13

　4，63

　0．20

　48～195

　21～42

　　3．3

ハマチ肉
　（御津）

　1970．5

　4，13

　0．58

　70．1

　1，69

　6，11

　2，66

　4，88

1．11土0．09

　124，17

　0．923

0．9b～O．020

16．92土O．34ド

0，133士O．035

2，262～0．608

　0．06ケ

　65～188

　10～21

　7．44

ハ・マテ骨
　（御津）

1970．5

　0．53

　31，27

　5，9

　12．060

　7，95

　7，43

0．52士O．09

　13，33

　4，21

　0．20

　10，50

　0．085

　3．93

IO．22

　12～40

　18～36

　2．23

※海水1川三后・）当りト13÷は㏄09～㏄2帆趾一90は㏄11～㏄2㍗㌫三刀）

（4）土壌申のSr－90及びCs－137

　　　　　　　　　　　表9　申国電力㈱原子カ発電所附近（1968）

試　　　＝料 採取年月日 Sr－90Pci／毎 S．U．

資材運搬道路 1968．7．24 591．17一士7．30 63．16土O．78

トンネル出口 〃 630．17土7．50 88．18土1．05

鹿島町片旬畑 〃 872．56士．880 159．90±1．59

（山本弘）
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表10土壌申のCs－137（1969）

試　　料 採　取　日 測　定　日 重量gNet　c’P．m． Cs－137Pα
Cs－137

PCi／1勿土

川　　津 1969．7．18 1969．10．16 200 9．18±0．13 103．32 516．61士7．32

片　　旬 1969．8．2 1969．10．21 一200 5．67士0．11 62．25 311．24土6．04

春日神杜 1969．10．4 1970．3．2 200 O．86士O．22 9．93 62．08土15．88

（坪井）

表11土壌中のS卜90（1969）

試　料　（採地）

採　　　取　　　日

測　　　定　　　日

重　　　　　量　9

SrC03担体　　　彬
SrC03収　量　　　㎎

Ca倣9／2009土

全カウント（分）
バックグランドc．p．m．

Netカウント　c．P．m．

化学収率（％）
変壊率d．P．m．

pCi／勿土

pCi／19．Ca（S．U）

（玉　造）

　6．14

1970．2．3

　200
　350
　229．7

1699．2

9214／100

　0．5

101．8士O．93

　66
　0．47

777．6土7，10

　0．458

（川　津）

　7，18

　2．3

　200
　350
　257．0

2688．0

6434／100

　0，5

70．9士O．65

　73
　0．47

482．1士4，42

　0．179

（片　旬）一

　8．2

　2．4

　200
　350
　254．0

　488．0

2460／100

　0，5

45．8士0．69

　73
　0．47

308．6土4，65

　0．632

（春日神杜）

　10／4

　2．3

　200
　350
　229．7

　756．8

9214／100

　0，5

25．8士O．24

　66
　0．47

199．4士1，85

　0．263

（坪井）

表12土壌申のSr－90及びCs－137（1970）

試　　料　　採　　地 玉造（申位高） 玉造（高所） 川　　津 片　　旬

採　　　　取　　　　日 1970．5．24 6．5 5．13 3．25

乾土百分率（％） 96．7 97．1 91．4 94．5

S卜90pCi／乾土毎 408．26士5．71 一 198．85土16．86 260．35士4．78

Ca（9／乾土毎） 3．640 ’ 3．487 4．835

Cs－137（pCi／乾土勿） 835．28±10．49 723．16±9．OO 449．67士9．60 612．20士9．70

S．U． 112．16
＾ 57．03 53．81
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　　　　　　　　　表13土壌申のS卜90及びCs－137の経年変化

採　取　地 片　　　　　　　旬 川　　　　津 玉　　　　　造

採取年月日 1968．7．24 1969．8．2 1970．8．2 1969．7．18 1970．5．13 1969．6．24 1970．5．24

S卜g0（PCi／細土） 872．56±8．80 308．6±4．65260．35土4．78 482．1±4．42198．85士16．86 777．5二』7．10 408．26土5．71

Ca　（9／毎土） 5．526 2．440 4．835 13．440 3．487 84．96 3．640
Cs－137

（PCi／9土） ’ 311．24士6．04 612．20±9．70 51661士732 449．67±9．60
・ 83528±1049

S．U． 157．90 126．48 53．81 35．87 57．03 91．51 112．16

（5）野菜申のSr－90及びCs－137

　　　　　　　　　　　表14　キャベツ申のS卜90（1968年）

試　　　　　料 川津（ワサ） 春日神杜
（ナカ） 玉造（ワサ） 玉造（ナカ） 片句（ナカ）

採取年月　日 1968．6．3 6．3 6．5 6．5 7．24

生体重量幼 0．94 1．34 O．84 0．77 1．56

灰　　　　分9 10．09 10．38 10．48 10．43 10．06

Ca　　　　　η 198 206 204 194 208

Sr－90　PCi／生勿 30．1±1．3 103．4±1．4 258．1士2．8 452．3±3．9 ※25．6土O．8

S．U． 142．9±6．1 672．8±6．8 1062．7±11．6 1795．4土15．5 191．8土3．8

※土壌申872．56士8．80PCi／勿土 （小原）

表15　キャベツ申のSr－90（1969年）

試　　料

採集年月日

生体重量紡
灰　　　分　9

灰分／生体（％）

SrC03　　　肋g

化学収率（％）

Ca　　　　　η

　pCi／冶g生

　pCi／9ash

　　S．U．

川津（ワセ）

1969．7，18

　2．00

　10，53

　0，5

　66，7

　79，4

13．7：』O．412

2．59±O．078

192．9士6．1

春　　日
（オクテ）A

10．4

1．70

13，24

0，8

68，2

81．2

180

23．1士O．195

2．96土O．025

217．8士1．84

春　　日
（オクテ）B

　10．4

　1．40

　10，46

　0，7

　67，0

　79．8

　178
23．8±O．646

3．18±O．O09

187．1士5．08

玉造（ワセ）

　7．8

　2，2

　26，78

　1，2

　70，1

　83．5

　202
89．3±O．956

7．34±O．079

972．8土104

玉造（ナカ）

7．8

3．24

24，09

0．7

玉　　造
（オクテ）

　6，13

　3．15

　15，85

　0，5

　67，5

　80．4

　186
44．O±O．564

8．74±O．112

7542±96『

片句（ナカ）

　8．2

　1．18

　14，97

　1，3

　76，8

　91．4

　193
52．3土O．956

4．12士O．075

319．7±5．85

（原松）
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表16野菜申のSト90及びCs－137（1970）

川津キャベ 玉造局地
試　　料

玉造申位地 玉造低位地 片　　句 二刀屋
ツ　（ワセ） キャベツ キャベツ キャベツ キャベツ キャベツ

（ナカ） （ワセ） （オクテ） （ワセ）
川津南瓜

（ナカ）
玉造南瓜

採取年月日 1970．5．13 6．8 5．24 6叫 5．24 5．30 9．5 8．20

生体量毎 1．67 1．23 2．06 1．73 1．11 1．46 2．02 1．36

灰分　9 13．17 12．92 15．24 20．12 18．36 20．90 11．69 10．47

灰／生体％ 0．8 1．1 O．7 1．2 1．7 1．4 O．6 O．8

Ca　　η 324 292 318 332 304 308 254 248

Ca／灰　％ 2．5 2．3 2．1 1．7 1．7 1．5 2．2 2．4

野菜は水道水で洗い，野菜のCa量は測定値×10として換算したもの。
（全試料のシ｛oを計測したから）

　　　　　　　　　　　　　　　　野菜申のCs－137

（手刀）

川　　津 玉造高地 玉造申位地 玉造低位地 片　　句 二刀屋試　　　料 キャベツ キャベツ キャベツ キャベツ キャベツ キャベツ
（ワセ） （ナカ） （ワセ） （オクテ） （ワセ）

川津南瓜
（ナカ）

玉造南瓜

全c．P．m． 7．98 10．51 9．19 7．18 8．04 16．73 7．80 7．85

バックグラウンド
c．P・m・

7．43 7．43 7．43 7．43 7．43 7．43 7．43 7．43

Netc．P．m。 O．55±O．08 3．08士0．10 1．76±O．10 1．75土O．10 O．61士O．09 9．30±O．18 O．42土O．Og O．37士O．09

d．P．m． 13．10 73．33 42．93 一42．68 14．52 226．83 10．24 9．02

pCi 5．90 33．03 19．34 19．23 6．52 102．18 4．61 4．06

化学収率（70％） 8．43 47．19 27．63 27．47 9．34 145．97 一6．59 5．80

pCi／9・・h’ O．65士O．05 3．66士O．48 1．82土O．28 1．37士O．22 O．51士O．11 6．98±O．84 O．56士O．18 O．55士0．19

pCi／生梅 5．05±1．24 38．37±5．0913．41土2．1015．88士2．508．41±2．08 99．98土11．90　　　　　　I 3．26±1．06 4．17±1．43

（三刀）

野菜申のSr－90

試 料

Y－90分離時c．p．m．

　　d．P．血．

担体十試料
　　　Sr（SrC03）吻g

化学収率（SrC02）η

回　　収　　率　（％）

　　pCi／9ash

　　pCi／生彬

　　　S．U．

Cs－137／Sr－90

川　　津
キャベツ
　（ワセ）

一18．20

35．92

87．18

39．50

．45，31

　2．71

21．38

110，22

　0．24

玉造高地
キャベツ
　（ナカ）

144．00

284．20

86．97

47．10

54．16

18．30

192．20

809，59

　0．20

玉造申位地

キャベツ
　　（ワセ）

179・ρ0

353．27

87．14

61．30

70．35

14．84

109．81

711，32

　0．12

玉造低位置
キャベツ
　（オクテ）

118．O0

232．88

87．24

73．20

83，91

　6．21

72．27

376，57

　0．22

片　　句
キャベツ
　（ワセ）

43．O0

84．87

87．05

45．60

52，38

　3．98

65．76

240，10

　0．・13

三刀屋
キャベツ
　（ナカ）

288．00

568．39

　87．08

　63．20

　72．58

　16．88

241．62

1145，33

　0．41

川津南瓜

14．60

28．81

86．71

58．20

67，12

1，65

9．57

76，14

0．34

玉造南瓜

44．20

87．23

86．67

51．O0

58，84

　6．38

48．04

269，23

　0．09

（三刀）
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　固　海水・海藻・魚類中の全Srに対するSト⑭⑰の含有率に対する吟味

著者は島根大学文理学部紀要・理学科篇（3）に於て海水・海藻申の全Srの定量法として，

オルトクレゾールコンプレキソンによる比色定量を推挙したが，今回も更に1970年採取試料に

ついて特に海水・海藻・魚申のSr－go／Srを測定してみた。その結果のみを示す6一

表17人工灰の組成

NaC1　9

3■．53

KC1　9

1．34

MgC129

5．02

CaC039

2．40

FeC13　9

0．017

H3P04　9

O．12

人工灰申のSr定量

人工灰No． 添加Srμ9 1回鮒μ・1回収率・

1 100 93．7 93．7

2 300 282 94．O

3 500 450 90．0

表18海水・海藻④魚類申の全Sr

試　　料 採　取　地 採取年月日 灰分9 Srμ9 Sr／灰％

ワ　　カ　　メ 御　　　津 1970．9 O．1203 325 0．270

ア　　ラ　　メ 御　　　津 1970．9 O．0899 300 O．334

サ　バ　肉 西日本海 1970．5 O．948 58 0．061

ハマチ肉 御　津　沖 1970．5 O．1413 74 O．052

サ　バ　骨 西日本海 1970．5 0．1360 197 0．145

ハマチ骨 御　津　沖 1970．5 O．1248 195 O．156

海　　　水 沿岸定線St．12 1970．9 10励4 82 8．2η／4

（牛尾）

表19試料申のSト90／Sr

~~ ~} 
Sr Sr - 90 Sr - 90 

'n~/~ ash pCi/9 ash pCi/Sr m~ Ca/ash Sr/Ca x 10~ 2 

)~ / 2 . 70 O . 03 O . O111 6 . 146 4.3 

3 . 34 O . 018 O . 0054 5.611 5.5 

i~ l~ ~l 0.61 O . 09 O . 1475 9 . 316 O . 65 

)¥ 7 ~: ~~i O . 52 O . 13 O . 25 8 . 716 o . 60 

H~ /~ ~:~ 1 . 45 O . 13 O . 0897 39 . 184 O . 39 

/¥ 7 ~ ~~ 1 . 56 O . 09 O , 0577 38 . 567 O . 40 

~~ 7i~ 8 . 2mp/l O . 12 O . 0146 410 . 4mpll 2.0 

（牛尾）
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　回　考　　　察

（1）、海水について

　当初に記述したように著者は四年間に亘り西日本海沿岸定線，沖合9線及ぴ沖合S線の表面

水申のCs－137を主としSr－90の測定を行なって明らかに申共の核実験に影響され海水に蓄積

されることが明らかになった。フォールアウトの経年変化は1963～1969年のクラフ（科学技術

庁原子カ局監修　原子カポヶツトフック1昭和45年版339頁）に記してあるが，そのクラフと

著者の1967～1970年に行なった海水中Cs－137測定の結果と比較してみると，1967年1月のピ

ークは全ぐ一致している。同グラフではそれ以後フォールァウトは殆どとるに足らずピークは

全くないが著者のグラフ（図1I）では以降も小さなピークが申共の核実験と関係のあることを

不している。

　世界の核実験は今日までに650回にも達し成層圏を巡回しフォールァウトとして海や陸地に

降下し，雨や雪となり河川により結局海に注ぎ，殊に閉塞性（浜田水産試験所の年間海流図に

’よれば年申対馬暖流は北上している）の日本海では太平洋の如き開放性の大海より蓄積度が高

いのは当然である。また日本海周辺のシヘリヤ1朝鮮及び日本の原子力発電の今後の放射性元

素を含む工業廃水の放出があり，ソ連及び米国の原子カ潜水艦などの同廃水放出が行なわれる

ならば将来は・益夕本邦の周辺の測定監視態勢を整えるべきであろう。

（2）海　　　藻

　日本海沿岸と若干の他の海域の海藻について行なった結果ではSr－90よりCs－137の濃縮係

数は大きく，ノリは大変な差はないが，ワカメ及びアラメではCs－137がSr－gOの6～20倍に

も達している。今後海藻に食生活の依存度は高くなると考えられるから注意を要する。

（3）魚　　　類

　二，三の魚にすぎないが，Cs－137は明らかに骨より肉に多く蓄積され，その濃縮係数は，

Cs－137については肉が骨のそれより大きいのが当然であるが，Sr－90は同様骨の方の濃縮係

数が大きい。そして同じ魚にあってはCs－137の肉への濃縮係数はSr－90の6～10倍，骨では

2～5借に達するものもあり，魚類によっても肉と骨の申のCs－137及びSr－90の蓄積係数は

相違があるよケである。

　ただ魚の試料作りは脂肪があって，これが炭化，灰化は困難である。大量の油を蒸溜し来り

炭化の段階でタールを大量に生ずる。

　肉も骨も灰化せず生体のままで試料溶液とする方法を開発する必要がある。

（4）土　　　壌

　土壌試料の採取は1刎2深さ5o脇で充分と思われるが，この測定値を肋2に拡大して考えるこ

とは無意味である。場所により土質により少し離れ，高低の差により甚しい相違を発見する。

殊に温泉地帯の両放射性元素の蓄積の大きいことは明らかであるが，その理由は必ずしも速断

をゆるさない。全国の温泉地について調査研究の必要がある。食生活の面から考えるとその土
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　壊に生育した野菜の含有するそれらの元素の蓄積量との対比を研究せねはならない。

（5）同地の経年蓄積をみるとCs－137もSr－90も一定していない。然し多量に両元素を蓄積す

　る場所に生育した野菜の含有量は比例的であり温泉地帯の野菜は殊に大なる放射能元素を含

　有することが指摘される。

（6）海水・海藻・魚・土壌及ぴ野菜の何れにしてもそれらの含有する全Sr量とSr－90の比を

　明かにすることも必要であると考える。　（表10）から明らかなように魚の肉は著しくSr－g0

／全Srが大である。また骨は食生活的にCa源となるがそのSr－90／全Srは海藻程度で心配

　無用である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　謝　　　　　　。　辞

　海水採取運搬につき永年に亘り県立浜田水産試験所の所長・山崎繁技官その他の所員の方の

絶大な御協力を謝す。また年々数ケ月に亘って放射線計測の便と御指導を頂いた東京教育大学

教授三宅泰雄博士，同所猿橋勝子博士，葛城氏，金沢女史その他の所員の方々に謝意を表す。

興業電気（株）杜長荻原憲三氏及ぴ篠原聖一学士の諸便宜を提供きれた御厚意にも厚く謝意を表

する。

　卒業実験として継年努力された，岡野朝美，小児勝一，山本弘正，小原邦夫，武田弐貿，坪

井洋介，安田幸伸，松原佳代子，牛尾正江，窪田青磁，北岡内正ヲ梶山昌士，三戸英世の諸君

の労を多とするものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　　献

1）放射化学ハンドブック　（朝倉書店編）

2）原子カポケットブック（昭和45年版）（日本原子力産業会議編）

3）放射能測定法（1963）　科学技術庁編

4）第8回放射能調査研究成果発表会論文抄録集（1966）

5）第9回全上（1967）

6）第10回全上（1968）

7）第11回全上（1969）

8）第12回全上（1970）　　　　以上科学技術庁編

9）核兵器と放射能三宅泰雄著　（新日本新書）

10）海藻の化学　岡村金太郎序，大谷武夫・富士川濯共著

11）放射能　山県登著　　（講談社）

12）環境放射能測定法　山県登著　（共立社）

13）原水爆実験岩谷三男著　（岩波書店）

14）平和時代を創造するために　湯川秀樹・朝永振一郎。坂田昌一共著　　’岩波書店）

15）放射能学概説　木越邦彦著　　（培凡館）

16）　Yasuo　M1yake　E1ements　of　Geochem1stry（Maruzen）

17）　日本分析化学会編：

　　　　放射化学分析法「新分析化学講座4」　　（共立杜）

18）物理学選書7「放射線計測学」　三浦功・菅浩一。俣野垣夫共著　（裳華房）
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19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

27）

28）

山本作次郎・伊藤一義

現代物理化学講座第12巻「光化学と放射線化学」　（東京化学同人）

Sande11　Ca1or1metr1c　Meta1Ana1ys1s（1953）

分析化学13，440（1964），重松垣信：

　　　　　　　　　　O一クレゾールフタレンコンプレクソンによる海水申のSr定量

分析化学13．1032（1964），重松垣信：

　　　　　　　　　　O一クレゾールフタレンコンプレクソンによる貝肉，貝がら申のSr定量

Records　of　Oceanograph1c　Works　m　Japan

　　Spec1a1mmber4March（1960）

　　M　Ishlbash1eta1　Chem1ca1study　on　the　seaweeds，Quant1tat1ve　determmat1on

　　of　Sr　m　Seaweeds

日本分析化学会編：分析化学便覧

Fe1g1．Spot　Test　m　Inorgamc　Chem1stry

分析化学3，132（1952）　本田雅健：イオン交換樹脂によるアルカリ土類金属の分離

上野景平：キレート滴定法

イオン交換樹脂，本田雅健・垣花秀武・吉野諭吉共著


